
町 圧

町
国
市
長
、
議
長
、
商
議
所
会
頭
、
衆
院

議
員
、
都
議
ら
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
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町
田
市
経
営
診
断
協
会
の
丸
山
藤
夫
理
事
長

れ
、
多
く
の
来
賓
が
訪
れ
同
会
の

長
年
の
活
躍
を
称
え
た
。

同
会
は

一
九
七
八
年
、
町
国
市

と
周
辺
都
市
在
住
の
中
小
企
業
診

断
士
や
経
営
士
、
技
術
士
、
税
理

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
書

士
、
宅
建
主
任
者
な
ど
諸
分
野
の

専
門
家
が
集
ま
り
創
立
。
専
門
的

な
立
場
か
ら
公
的
機
関
や
経
営
団

体
な
ど
に
協
力
し
て
地
域
社
会
の

活
性
化
、
経
営
の
合
理
化
の
た
め

の
調
査

・
分
析
と
提
言
、
診
断
、

経
営
支
援
な
ど
の
事
業
を
通
じ
、

地
域
の
発
展
と
充
実
に
汗
を
流
し

て
き
て
い
る
。

主
な
活
動
で
は
、
町
田

・
相
模

原
両
市
と
近
隣
市
を
含
め
た
武
相

エ
リ
ア
の
経
済
指
標
を
は
じ
め
と

す
る
職
能
を
生
か
し
た
指
標
作
り

や
動
向
調
査
、
ま
た

エ
キ
ス
パ
ー

ト
集
団
な
ら
で
は
の
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
毎
回
好
評
を

博
し
て
お
り
、
二
十
五
周
年
を
機

に
新
し
い
方
式
の
経
営
相
談
を
始

め
る
計
画
も
検
討
中
だ
。

式
で
は
丸
山
理
事
長
が

「
こ
の

四
半
世
紀
の
間
、
今
日
ま
で
継
続

で
き
た
の
は
市
や
商
議
所
を
始
め

市
内
の
各
団
体
な
ら
び
に
事
業
所

の
多
大
な
支
援
の
賜
物
。
政
治
、

経
済
、
社
会
が
内
外
と
も
に
混
沌

と
し
不
透
明
の
状
況
に
あ
り
、
中

小
企
業
政
策
が

『
指
導
』

か
ら

『支
援
』

へ
と
変
化
す
る
中
、
私

ど
も
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役

割
に
変
革
が
求
め
ら
れ
、創
造
的
、

あ
る
い
は
革
新
的
経
営
を
積
極
的

に
求
め
て
い
る
中
小
企
業
の
た
め

に
、
プ

ロ
コ
ン
と
し
て
の
在
り
方

も
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
き

ょ
う
は
セ
ミ
ナ
ー
に

替
え
、
日
頃
仕
事
で
疲
れ
て
い
る

左
脳
を
休
め
、
有
脳
で
心
を
癒
し

て
い
た
だ
こ
う
と
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ

ー
ト
を
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
存

分
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
挨
拶

し
た
。

寺
田
市
長
、長
村
市
議
会
議
長
、

草
薙
商
議
所
会
頭
ら
は

「
厳
し
い

状
況
下
を
皆
さ
ん
の
専
門
知
識
を

頂
き
な
が
ら
乗
り
越
え
、
と
も
に

元
気
な
町
田
を

つ
く

っ
て
い
き
た

い
」
と
激
励
し
て
い
た
。

町
日
経
営
診
断
協
会
が
２５
周
年

藤軸蜘諭離準の調勤楽十（詢軸一毎嗣益か升範↑弥崎球歌軸脚

の
大
幅
減
で
、
ピ
ー
ク
時
の

一
九

九
七
年
度
の
決
算
額

一
千
四
十
三

億
円
に
比
べ
る
と
約
九
十
五
億
円

の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
る
。
長

引
く
景
気
低
迷
と
地
価
下
落
に
よ

る
市
民
税
や
、
固
定
資
産
税
の
減

少
が
大
き
な
要
因
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、十
人
件
費
一
扶
助

費
と
い

っ
た
消
費
的
経
費
が
約
三

十
八
億
円
、
国
民
健
康
保
険
等
の

特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
な
ど
約
十

億
円
の
増
で
、
経
常
的
経
費
全
体

で
は
約
四
十
八
億
円
の
増
が
見
込

ま
れ
る
。
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市
税
の
落
ち
込
み
で
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建
設
、土
木
は
深
刻
な
抑
制

歳
入
全
体
で
は
今
年
度
並
み

の
約

一
千
七
百
億
円
。
歳
出
全

体
で
見
る
と
約

一
千
六
百
七
十

億
円
。

道
路
整
備
な
ど
は
大
半
が
延

一

期
、
凍
結
と
な

っ
た
。
特
に
道

路
事
業
に
つ
い
て
は
約
六
割
が

凍
結
状
態
と
な
り
、
不
況
に
あ

え
ぐ
市
内
の
土
木
業
者
に
と

っ

て
は
新
規
発
れ
か
な
く
な
り
、

深
刻
な
事
態
も
予
想
さ
れ
る
。

計
画
を
抑
制
し
た
主
要
事
業
は

南
清
掃
工
場
の
建
て
替
え
、
相
模

原
麻
溝
公
園
の
陸
上
競
技
場
整
備

等
の
延
期
、
市
営
上
九
沢
団
地
四

工
区
の
凍
結
、
市
営
大
野
台
住
宅

整
備
の
延
期
、
道
路
事
業
の
大
幅

削
減
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大

野
、
市
民
会
館
等
の
大
規
模
改
修

の
見
送
り
―
―
な
ど
十
三
項
目
に

わ
た

っ
て
い
る
。

こ
の
抑
制
策
に
伴
い
、
建
設
、

土
木
な
ど
の
現
場
部
門
で
は
余
剰

職
員
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
対
策
と
し
て
来
年
四
月

に
中
核
市
に
移
行
す
る
に
伴
い
、

業
務
が
増
え
る
保
健
福
祉
部

門

と
、
税
収
を
あ
げ
る
た
め
税
務
部

門

へ
の
職
員
の
シ
フ
ト
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

Ｄ
Ｖ
終
結
願
っ

今
年
も
キ
ャ
ン

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
２
団
体

国
際

ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
町

田

（
五
十
子
寿
美
子
会
長
）
と
、
同

さ

つ
き
（
志
村
美
奈
子
会
長
）
は
、

こ
の
ほ
ど

「
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス

（家
庭
内
暴
力
）
終

結
に
向
け
て
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
町
国
市
内
で

一
斉
に
行

っ
た
。

同
団
体
は
管
理
職
や
専
門
職
に

つ
い
て
い
る
女
性
の
世
界
的
団
体

で
、
女
性
な
ら
で
は
の
や
さ
し
い

視
点
で
人
権
と
女
性
の
地
位
を
高

め
る
奉
仕
活
動
に
東
奔
西
走
し
て

お
り
、
他
人
に
は
話
し
づ
ら
い
Ｄ

Ｖ
問
題
に
も
終
結
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
み
、
先
月
、
日
本
を
含

め
た
、
ア
メ
リ
カ
連
盟
で

一
斉
に ぺ て

一一一イ

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

町
田
ク
ラ
ブ

始
め
と
す
る
べ

急
、
東
急
両
百

属
す
る
職
場
な

ろ
で
Ｐ
Ｒ
活
動

に
向
け
汗
を
流
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